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「火山→温泉」のように、この事象

があるから、別の事象が発生するの

だと、関連付けて考える。 

学習指導要領・単元の目標 
⑴ 北海道地方、九州地方について、その地域的特色や地域の課題を理解する。 
⑵ 自然環境を中核とした考察の仕方で取り上げた特色ある事象と、それに関する他の事象や、そこで生ずる課題を理解する。  
⑶ 北海道地方、九州地方において、自然環境の成立条件を、地域の広がりや地域内の結び付き、人々の対応などに着目し

て、他の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察、表現する。 
⑷ 北海道地方、九州地方について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①北海道地方、九州地方につい
て、その地域の特色や地域の課
題を理解している。 

②自然環境を中核とした考察の仕
方で取り上げた特色ある事象
と、それに関連する他の事象
や、そこで生ずる課題を理解し
ている。 

①北海道地方、九州地方におい
て、自然環境の成立の条件
を、地域の広がりや地域内の
結び付き、人々の対応などに
着目して、他の事象やそこで
生ずる課題と有機的に関連付
けて多面的・多角的に考察
し、表現している。 

①北海道地方、九州地方につ
いて、よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課
題を主体的に追究しようと
している。 
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教師の指導・ 

支援・評価 

・授業で使用したスライドはGoogle サ

イトに PDF で添付し、子どもと共有

する。 

○北海道地方、九州地方について、そ

の地域の特色や地域の課題を理解し

ている。［知・技］①                                                                    

○自然環境を中核とした考察の仕方で

取り上げた特色ある事象と、それに

関連する他の事象や、そこで生ずる

課題を理解している。［知・技］② 

・パフォーマンス課題を進める上で、手が進んでいない子ども 

に対しては個別で声掛けをする。 

○北海道地方、九州地方において、自然環境の成立の条件を、 

地域の広がりや地域内の結び付き、人々の対応などに着目 

して、他の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて 

多面的・多角的に考察し、表現している。［思・判・表］① 

・パフォーマンス課題とルーブリック評価を一体

的に考え、付けたい力に向かっているか教師側

からのフィードバックを適宜行う。 

○北海道地方、九州地方において、自然環境の成

立の条件を、地域の広がりや地域内の結び付

き、人々の対応などに着目して、他の事象やそ

こで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・

多角的に考察し、表現している。［思・判・表］① 

○積極的に課題について考え、追究しようとして

いる。［主体性］① 
 
  

 

 

この単元に入る前に「中国・四国地方」「北海道地

方」の 2 単元で学びのサイクルを行った。始めは時間内に

記入することができなかったり、内容も具体的に記述で

きなかったりと苦戦する姿が見られたが、徐々に慣れて

きた様子である。しかし、子どもによっては内容が不十

分であることもあるので、教師側からのサポートを行

い、子どもたちが主体的に学べるようにしたい。単元ご

との振り返りは 1 年生の時から継続してきたので文章で表

現する力は付いていると感じる。本教材として取り上げ

る北海道地方と九州地方は、どちらも「自然環境」を中

核として考察する単元である。また、自然環境だけでな

く、それ以外の要因（産業、歴史的背景等）も関連して

地域的特色を形成していることも理解させたい。 

子どもの実態・付けたい力・教材観等 

 

○ 日本にはそれぞれの地域で地域的特色があり、課題

も違うことを理解している。 

○ 地域の特色ある地理的な事象を他の事象と関連付け

て多面的・多角的に考察し、表現する力を身に付けて

いる。 

目指す子どもの姿（身に付けさせたい資質・能力） 

【パフォーマンス課題】 
あなたは地域おこし協力隊です。様々な地方に行き、地域を活性化させることが仕事です。あるとき、「今は各地方に移住する

人が増えている時代です。そこで移住を考えている人のために、その地方に関わる情報提供をしてほしいです。」と依頼が来まし

た。その依頼には続きがあり、「今回は九州地方か北海道地方のどちらかをお願いします。」と書かれていました。あなたはどち

らの地方に就職し、情報発信を行いますか。自然環境（地形・気候）を中心として考えつつ、他の事象（産業など）とも関連付け

て、それぞれの地方で想像されるメリット・デメリット両面を含むプレゼンテーションをしましょう！ 

九州地方に

ついて資料
か ら 基 礎

的・基本的
な知識を身

に付ける。 

自然災害
の実情や

人々が行
う自然災

害への対
策を理解

する。 

産業につ
いて自然

環境と関
連させな

がら特色
を理解す

る。 

持続可能
な社会を

実現する
ための取

組につい
てまとめ

る。 

自分が作成したプレゼンテーションをクラ

スの仲間と発表し合い、交流をする。 

１ 
九州地方の地形や
気候を地形図、雨
温図などの資料か
ら読み取る。 

２ 
どのような自然災
害が起こってい
て、自然災害への
対策はどのように
されているのかを
調べる。 

３ 
九州地方の産業に
ついて特色を理解
する。 

４ 
持続可能な社会を
実現するための取
組を調べまとめ
る。 

自分が作成したプレ
ゼンテーションを発
表する。 

級友と評価用紙を渡
し合い、情報を取捨
選択し、プレゼンテ
ーションを改善す
る。 

ルーブリックを参考
にして、自己評価を
行う。 

地形・気候 

産業 

暮らしの工夫 

自然災害 

観光 

・平野 ・山 ・火山 ・冷帯  

・温暖 ・台風 ・雪 ・流氷 など 

・酪農 ・養殖 ・鉄鋼 ・輪作 

・二毛作 ・養鶏 ・促成栽培 など 

・温泉 ・農村 ・リゾート 

・世界遺産 ・レジャー など 

・ロードヒーティング ・縦型信号機 

・間伐 ・克灰袋 ・石垣 など 

・台風 ・大雪 ・土砂崩れ ・噴火 

・梅雨 ・濃霧 ・地震 など 

・地域のよさだけでなく、課題も存在する

ことを理解して、さらに深く追究する。 

・地方の情報提供をするために必要な事象

は何か、既習事項から考える。 

 

A

【ヒント】

　自然環境（地形・気候）を中核とした考察の仕方を基に

して、他の事象と関連させ、それに加えて地方の特色や課

題等のメリット・デメリットも踏まえながら考察できる。

そしてプレゼンテーションで表現できる。

B

　パフォーマンス課題において、北海道地方もしくは九州

地方の自然環境（地形・気候）を中核とした考察の仕方を

基にして、他の事象（産業、観光、暮らしの工夫など）と

関連付けて、多面的・多角的に考察し、プレゼンテーショ

ンで表現できる。

C

【Ｃへのサポート】

　教科書ｐ258～265、ｐ186～193を読み、自然環境を中

核として考察し、地方の地形や気候、観光、自然災害等の

情報提供を行うことができる。

ルーブリック

※「時間」の●は、授業実践を行った時間を表す。 


